
大
学
病
院
の
誘
致
実
現
で
、

足
立
区
の
魅
力
が
更
に
ア
ッ
プ

　
　

自
由
民
主
党　
　

馬　

場　

信　

男　

議
員

下
り
急
行
線
高
架
橋
の
完
成
と

競
技
場
の
照
明
・
人
工
芝
化

　
　

自
由
民
主
党　
　

く
じ
ら
い　

光
治　

議
員

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
と
子
供

達
の
教
育
力
の
向
上
に
つ
い
て

　
　

自
由
民
主
党　
　

鹿　

浜　
　
　

昭　

議
員
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魅
力
あ
る
特
典
を
用
意
す
べ
き

【
問
】
区
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典

は
、
現
在
ピ
ン
バ
ッ
ジ
と
盾
だ
。
こ

れ
で
は
毎
年
の
納
税
は
望
め
な
い
。

例
え
ば
あ
だ
ち
菜
う
ど
ん
や
、
朝
採

れ
た
て
の
枝
豆
等
、
魅
力
あ
る
も
の

を
用
意
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
当
区
を
は
じ
め
特
別

区
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
本

来
の
趣
旨
の
考
え
を
主
張
し
て
い
る
。

今
後
も
寄
附
文
化
を
定
着
さ
せ
、
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン

タ
ー
の
移
転
準
備
は

【
問
】
①
区
は
多
額
の
負
担
に
ど
う

対
処
す
る
の
か
。
基
金
を
準
備
す
る

と
す
れ
ば
、
計
画
や
財
源
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
薬
局
や
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
病
院

以
外
の
整
備
や
そ
の
充
実
、
ま
た
、

現
在
区
内
に
あ
る
医
療
施
設
と
の
連

携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
政
策
経
営
】
①
金
額
に
関
す
る
調

整
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
基
金
の

設
置
は
、
今
後
単
年
度
に
一
定
程
度

の
負
担
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

大
変
有
効
で
あ
る
。
特
定
財
源
は
見

込
め
な
い
た
め
、
一
般
財
源
か
ら
充

当
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

②
区
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、

病
院
と
協
議
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い

き
、
今
後
、
地
域
医
療
全
体
の
構
想

づ
く
り
の
取
り
組
み
の
中
で
関
係
者

と
検
討
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を

【
問
】
第
３
子
以
降
の
多
子
世
帯
に

特
化
し
た
支
援
や
、
中
学
生
の
保
育

体
験
な
ど
で
母
性
、
親
心
を
育
て
る

施
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
少
子
化
対
策
の
視
点
か

ら
見
直
し
、
多
子
世
帯
に
特
化
し
た

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
今
後
も
様
々
な
施
設
で
の
受

け
入
れ
を
実
施
し
、
乳
幼
児
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
を

【
問
】
区
の
環
境
整
備
基
準
を
遵
守

し
な
い
事
業
者
が
増
え
て
お
り
、
地

域
住
民
は
違
反
物
件
の
工
事
を
指
を

く
わ
え
て
眺
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
基
準
の
厳
守
を
条
例
化
し
、

町
会
・
自
治
会
加
入
へ
の
努
力
義
務

を
課
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
建
築
】
平
成
28
年
度
内
に
集
合
住

宅
に
関
す
る
条
例
制
定
を
目
指
す
。

町
会
・
自
治
会
加
入
へ
の
努
力
義
務

も
条
例
に
盛
り
込
み
、
指
導
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

区
内
都
立
高
校
と
の
連
携
強
化
を

【
問
】
昨
今
の
定
時
制
は
午
前
部
、

午
後
部
、
夜
間
部
の
３
部
制
が
主
流

だ
が
、
区
内
高
校
は
夜
間
部
だ
け
で

あ
る
。
区
に
中
退
者
が
多
い
の
は
、

３
部
制
の
遅
れ
が
原
因
の
一
つ
だ
。

区
内
高
校
と
の
連
携
協
議
を
始
め
た

と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
か
。

ま
た
、
区
内
の
９
都
立
高
校
に
対

す
る
３
部
制
の
充
実
を
、
都
に
働
き

か
け
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
次
長
】「
高
校
中
途
退
学
に

関
わ
る
中
学
校
・
高
等
学
校
連
絡
協

議
会
」
を
設
置
し
た
。
今
後
は
具
体

的
な
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
分
科
会

を
設
け
る
等
し
て
協
議
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
協
議
会
に

出
席
し
て
い
る
都
教
委
の
関
係
者
に
、

進
学
に
関
す
る
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
く
。

待
機
児
解
消
へ
の
具
体
的
対
策
を

代表・一般質問を平成２７年９月
２５日、２８日、２９日に開会した
第３回定例会本会議で行いました。

代
表
・
一
般
質
問

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
議
員

と
無
会
派
の
議
員
が
、
区

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
、
区
政
執
行
に
あ
た

る
区
長
を
は
じ
め
執
行
機

関
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

以
下
そ
の
一
部
を
掲
載

し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
の
堅
持
・
充
実
を

【
問
】
①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
床
計
画
の
進
捗
、
介
護
職
員
の
待

遇
改
善
へ
の
対
応
は
。

②
生
活
保
護
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
の
義
務
化
、
働
け
る

の
に
働
か
な
い
受
給
者
へ
の
対
応
は
。

③
小
規
模
保
育
室
等
へ
の
対
応
や
、

ア
レ
ル
ギ
ー
や
午
睡
対
策
と
い
っ
た

保
育
園
の
公
私
格
差
の
是
正
は
。

【
問
】
保
育
士
不
足
の
問
題
は
深
刻

で
あ
る
が
、
区
の
対
応
は
遅
れ
て
い

る
。
保
育
士
の
確
保
に
居
住
費
の
負

担
等
、
よ
り
具
体
的
な
対
策
を
打
つ

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
待
機
児
ゼ
ロ
が
実
現
で
き

る
ほ
ど
施
設
が
整
備
さ
れ
た
場
合
、

定
員
を
大
き
く
下
回
る
保
育
施
設
も

出
て
く
る
が
、
対
策
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

【
子
ど
も
】
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事

業
や
、
そ
の
他
の
経
済
的
支
援
に
つ

い
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。
定
員
割

れ
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
定
員

の
調
整
や
保
育
施
設
の
統
合
等
が
必

要
で
あ
り
、
私
立
保
育
園
の
経
営
や

子
ど
も
の
保
育
に
影
響
し
な
い
よ
う
、

適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

【
福
祉
】
①
平
成
29
年
度
に
１
箇
所

120
床
の
開
設
を
進
め
て
い
る
。
介
護

従
事
者
と
し
て
の
専
門
性
の
確
立
の

推
進
を
国
や
都
に
要
望
し
て
い
く
。

【
足
立
福
祉
】
②
区
と
し
て
は
、
国

の
目
標
値
で
あ
る
当
面
使
用
率
80
％

を
目
指
す
。
保
護
打
ち
切
り
を
視
野

に
入
れ
た
法
律
改
正
や
運
用
変
更
も

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
子
ど
も
】
③
今
後
、
各
事
業
者
の

意
向
を
調
査
し
、
募
集
定
員
枠
を
見

直
す
。
私
立
保
育
園
へ
の
補
助
員
配

置
の
人
件
費
を
計
上
し
、
申
請
手
続

に
つ
い
て
各
園
に
通
知
し
て
い
る
。

区
民
の
健
康
を
守
る
施
策
を

【
問
】
①
歯
周
病
予
防
の
助
成
と
啓

発
に
努
め
、
眼
科
健
診
を
成
人
健
診

に
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン

タ
ー
の
移
転
は
都
と
慎
重
に
協
議
し
、

区
民
要
望
が
全
面
的
に
生
き
る
施
設

と
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
①
歯
周
病
予
防
は
、
当
面
、

若
年
層
を
重
視
し
た
対
策
の
成
果
を

見
極
め
、
積
極
的
に
啓
発
し
て
い
く
。

眼
科
健
診
は
、
引
き
続
き
国
の
動
向

を
見
守
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
政
策
経
営
】
②
都
と
慎
重
か
つ
丁

寧
な
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
東

京
女
子
医
科
大
学
と
調
整
し
て
い
く
。

中
学
生
消
火
隊
の
全
校
実
施
を

【
問
】
区
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進

状
況
は
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
都
に
確
認
し
た
が
、

照
明
施
設
を
支
え
る
基
礎
ぐ
い
の
強

度
調
査
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、
今

年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
基
本
設
計
に

つ
い
て
は
平
成
28
年
度
に
な
る
。
区

と
し
て
は
、
当
初
予
定
の
平
成
30
年

度
に
利
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

ま
た
、
人
工
芝
化
に
つ
い
て
は
、

今
年
も
都
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、

投
て
き
競
技
に
も
使
用
で
き
る
人
工

芝
は
開
発
中
の
た
め
、
た
だ
ち
に
導

入
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も

都
・
区
陸
上
競
技
協
会
と
連
携
し
、

都
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

足立福祉（＝足立福祉事務所）…所長　　危機管理、道路整備、鉄道立体（＝鉄道立体推進）、市街地（＝市街地整備）、みどり（＝みどりと公園推進）、建築、会計管理、教育指導…各室長

少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と

健
康
増
進
に
医
療
体
制
の
充
実

　
　

自
由
民
主
党　
　

白　

石　

正　

輝　

議
員

下
り
急
行
線
高
架
橋
の
運
行
時
期
は

【
問
】
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化

工
事
に
お
い
て
、
下
り
急
行
線
高
架

橋
が
全
線
完
成
す
る
の
は
い
つ
か
。

ま
た
、
実
際
に
下
り
急
行
線
が
高

架
橋
の
上
を
走
る
の
は
い
つ
か
。

【
鉄
道
立
体
】
下
り
急
行
線
高
架
橋

の
全
線
完
成
は
年
内
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
レ
ー
ル
の
敷
設
工
事

や
架
線
等
の
電
気
工
事
及
び
関
係
機

関
の
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

実
際
に
高
架
橋
の
上
を
電
車
が
走
る

の
は
、
平
成
28
年
度
の
早
い
時
期
を

予
定
し
て
い
る
。

陸
上
競
技
場
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
と
人

工
芝
化
の
状
況
は

【
問
】
舎
人
公
園
の
陸
上
競
技
場
の

ナ
イ
タ
ー
照
明
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
は
基
本
設
計
に
入
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

ま
た
、
人
工
芝
化
に
つ
い
て
も
、

都
に
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
協
議


